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Abstract：The aim of this study was to clarify what kind of exercise experience the students have 
in childhood / childhood, through a questionnaire survey on 281 students who take the Gymnastics 
class. As a result of the questionnaire survey, half of the students had an experiences of sports 
activities in early childhood, and it became clear that most students had an experiences of sports 
activities during the childhood . In addition, after studying attention on the exercise experience of 
“student’s movement” in the student’s childhood (primary school student), many students received 
classes of “Floor exercise” and “Vaulting box”, but “It was shown that students who received the 
class of “exercise” less than other events. Finally, we considered for comparing the results of this 
research. The knowledge we found in this study may become solution of modern problem in P.E 
teacher training course. 
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属性 (n) % 
堂
男性 217 77.8% 
女性 62 22-2% 
部活動
硬式野球部 41 14.7% 
サッカ一部 54 19.4% 
陸上翠技部・女子駅伝部 51 18.3% 
ハンドポール部 18 6.5% 
剣道部 11 3.9% 
柔道部 8 2.9% 
バスケットポール 25 9.0% 
ラグビ一部 5 1.8% 
ソフトボール部 16 5.7% 
バレ一ポール部 6 2.2% 
ダンス部 4 1.4% 
チアリーディング部 3 1.1% 
























































(n) % (n) % 
幼稚園 小学校
水泳 73 26.2% 水泳 102 36 6% 
体操・新体操・バトン 8 2.9% 体操・新体操・パトン 12 4.3% 
サッカー 32 11.5% サッカー 80 28.7% 
野球・ソ フ トボール ゜ 0.0% 野球・ソ フ トボール 106 38 0% 彙· 到道・空手・合気道 24 8.6% 栗道・ 刻道・空手・合気道 35 12 5% 
レスリング ゜ 0.0% レスリング ゜ 00% ダンス 1 0.4% ダンス , 32% 
チ アリ ーディング ゜ 0.0% チアリ ーディング 2 07% 陸上競技 7 2.5% 陸上競技 40 14.3% 
バレーボール 2 0.7% パレーボール 15 54% 
バスケットポール 2 0.7% バスケットポール 38 13 6% 
ハンドボール 2 0.7% ハンドボール 10 3.6% 
テニス 1 0.4% テニス 6 22% 
バドミントン 1 0.4% パド ミ ントン 7 25% 
卓球 2 0.7% 卓球 7 25% 














































































受けた 259 92.8% 
受けていない 12 4.3% 
わからない 8 2.9% 
翌
マット 241 86.4% 
とび箱 247 88.5% 
鉄棒 183 65.6% 

























































置（扮 人餃 (A) % 逗 (jj) 人餃 (A) % 逗（技） 人餃 （人） % 
蔚転・開舅曽藍 222 79.6% 開舅とび 21 79.2% さか上がり 202 72 4% 
後転・開舅隻転 204 73.1% かかえ込みとび 118 42.3% 隻方支符回転、襲ろまわ') 81 29.0% 
檜膝隻転・隻転倒立 50 17.9% 台上曽転肩まわり 94 3.7% 
Mh姐回藍、負まわ1J
68 24.4% 曽回り下り
倒立蔚転 5 19.7% はねとび 30 10.8% け上がり系 29 10.4% ほか11..tがりなど）




16 5.7% ハンドスプリング 債衿こし下り、グ9イダーなり
側転・ロンダート 53 19.0% 籟習していない 11 3.9% 籟習していない 37 13.3% 
倒・プリッジ系 46 16.5% わからない 36 12.9% わからない 32 115% 
はねおき
頃はね・首はね・ネックスプリン 23 8.2% 
グ•ハンドスブリングなど）
負転とび•ハンドスプリング 14 5.0% 
バク転・バク盲・曽貪など 6 2.2% 
鰈習していない 11 3.9% 
わからない 41 14.7% 
7上位に位置していた「体操教室・運動遊び」が，受講
生の運動経験に関するアンケート調査では上位に位置
されておらず，「器械運動」に繋がる動きの経験を積
んだ学生が少ないことが示された。
　次に，小学校の段階における「器械運動」の授業の
有無を調査した結果，ほとんどの学生が履修していた
ことが示され，種目としては「マット運動」「跳び箱
運動」がほぼ同数であり，「鉄棒運動」が若干少なく，
「平均台」については約１割であることが示された。
「マット運動」「跳び箱運動」と比べて「鉄棒運動」の
回答数が少ない点については，筆者ら，小林らの先行
研究の結果を踏襲する形となっており，これらの関係
を更に調査する必要性が示された。
　最後に，「器械運動」で練習経験のある技について
は，「マット運動」では「前転・開脚前転」「後転・開
脚後転」，「跳び箱運動」では「開脚跳び」，「鉄棒運
動」では「さか上がり」と，各種目において練習経験
のある学生が多い技が示されたが，一方でこれらの技
以外の技については，練習経験のある学生が非常に少
ないことが示された。
Ⅳ．結語と展望
　本研究は，Ｉ大学の「器械運動」を受講した大学生
281名を対象に，アンケート調査を行い，学生たちが
どのようなスポーツ歴・部活動歴を持っていて，これ
までに学校体育の「器械運動」の授業を受けたかどう
か，受けた場合はどの種目の授業を受け，どのような
技をそこで練習してきたのか，という運動経験を明ら
かにしてきた。
　冒頭で述べたように，「器械運動」において「でき
る」「できない」という問題には身体知発生の問題が
深く関わっており，その問題に切り込むためには，学
習者の運動経験に関する洞察を欠くことはできない。
そのためにも，学習者がどのような運動・スポーツを
経験してきたのか，とりわけ特定の種目においてはど
のような技を練習した経験があるのか，具体的な内容
にまで明らかにする必要があるであろう。
　保健体育教員養成課程における「器械運動」の授業
がこのままで良いのかどうか，本研究はそこまで立ち
入る余裕がなかったが，本研究で明らかになったこと
が今後の教員養成課程の授業づくりに活かされること
を願い，論を閉じることにする。
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